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〔文書概要〕
「編年」項目では天正一○年一二月を上限として明治期におよ
ぶもので秋山家に関するものが圧倒的な数を占めているが、特
に年代的にゑると近世前期に集中しており千人同心関係文書とし
ては良質のものである。これら編年項目のなかで注目すべきは天
（註）
正一○年一二月「石虹鰯琶〈衛同心什二人」の同心給を示したもの
や、元禄一一一年九月の石坂彦三郎組の「千人組同心続之書付」で
あろう。特に後者は成立期および元禄期の千人同心の出身国別に
ふた組構成を理解することができる。
さらに元禄二年一二月の「千人同心株」引渡しについての一札
や、正徳五年二月の病気のため「同心株」を譲るについての一
札は江戸時代前期における千人同心株の売買の実態を考える上で
編年項目のなかでも明治以降の史料が多く残されており、維新
後の旧千人同心の動向を知る上で貴重なものがあるが、とりわけ
明治一一一一年二月および明治一四年七月に東京府知事宛に提出さ
れた秋山喜左衛門の【息子戦死二付御救助願書付弁履歴書綴ピ
などは当時の秋山家の事情を克明に記しており、旧千人同心の生
重要なものである。
活状況などを知ることができる。
また明治一○年四月から六月までの西南の役の戦況報告は秋山
家一四代目の朝五郎が、新政府の軍隊に入り西南の役に従軍した
折、戦地から祖父、叔父宛に差し出した書簡であり、西南戦争従
軍兵士の記録として興味深いものがある。
「先祖書」の項目では文化一二年二月の「石坂先祖書」、天保
法
政
史
学
第
二
十
八
号
一一一年五月「河野家先祖書」、天保一○年「荻原公先祖書」、天保
一○年「山本公先祖書」、天保一○年一○月「秘他見志村公先祖
書」、天保一○年二月「中村公先祖書」、天保一○年二月「原
公先祖書」、天保一○年一一一月「東窪田公先祖書」、天保二年八
月「西窪田公先祖書」、「西荻原公先祖書」（天保期）など八王子
千人頭一○名についてそれぞれ個別に先祖以来の事績を記した史
料が残されているが、現在、河野氏関係以外は他に見ることがで
きないことから非常に貴重なものと思う。
（文責馬場憲ご
（註）村上直編『八王子千人同心史料』一四’一七頁。
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者
御
改
正
之
儀
一
一
付
願
（
断
簡
）
（寄留人身分取扱いにつぎ）
陸
軍
兵
籍
（秋山孝高履歴書）
（
旧
八
王
子
千
人
隊
伍
長
秋
山
喜
左
衛
門
戸
籍
）
乍
恐
以
書
面
御
下
ヶ
奉
願
上
侯
（
下
宿
合
料
勘
定
一
一
付）保険
申
込
証
書
（
秋
山
朝
五
郎
分
）
（
西
南
の
役
戦
況
報
告
）
規
則
書
（
左
右
大
臣
以
下
の
官
禄
規
則
）
戸
籍
謄
本
（
秋
山
朝
五
郎
）
（未整理）
由
緒
書
（
文
政
五
年
九
月
御
目
付
衆
よ
り
加
筆
相
済
下
ル写）
石
坂
先
祖
書
川
口
村
秋
山
氏
家
系
表
題
秋
山
喜
久
↓
横
山
村
長
林
藤
蔵
歩
兵
第
十
六
連
隊
秋
山
喜
左
衛
門
↓
陸
軍
歩
兵
大
尉
秋
山
朝
五
郎
↓
賞
勲
局
善
一
郎
↓
秋
山
・
荻
野
・
瀬
川
田
淵
孫
三
郎
↓
妙
田
歩
兵
少
尉
大
蔵
省
東
京
市
芝
区
長
古
橋
幸
正
石
坂
恒
兵
衛
秋
山
茂
左
衛
門
定
径
秋
山
喜
左
衛
門
差
出
人
（
作
成
者
）
↓
請
取
人
一形態・数量
↓
市
在
各
区
区
長
、
戸
長 八
状状状状状状状状縦縦状綴
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（付記）
九八七六五四三二一○九八七六五四ｏ昭
和
四
九
年
八
月
一
九
日
本調査は法政大学文学部地理学科教授大貫俊先生より御紹
介を受け、大増寺住職秋山義邦氏の御好意によって行なうこ
秋
山
家
文
書
調
査
報
告
ｏ
昭
和
五
○
年
七
月
二
四
日
とができた。ここに厚くお礼を申し上げる次第である。
なお調査日・参加者は次の通りである。
文
政
七
年
文
政
七
年
天
保
三
年
五
月
天
保
一
○
年
天保一○年
天
保
一
○
年
一
○
月
天
保
一
○
年
一
一
月
天
保
一
○
年
一
一
月
天
保
一
○
年
一
二
月
天
保
一
一
年
八
月
嘉
永
二
年
四
月
嘉
永
二
年
閏
四
月
（天保期）
村
上
直
教
授
、
大
学
院
生
馬
場
憲
秋
山
氏
家
系
家
系
河
野
家
先
祖
書
荻
原
公
先
祖
書
山
本
公
先
祖
書
秘
他
見
志
村
公
先
祖
書
中
村
公
先
祖
書
原
公
先
祖
書
東
窪
田
公
先
祖
書
西
窪
田
公
先
祖
書
由
緒
書
由
緒
書
源
氏
秋
山
家
系
譜
西
荻
原
公
先
祖
書
（
窪
田
公
系
譜
も
含
）
秋
山
家
系
図
秋
山
家
過
去
帳
池
田
昇
村
上
直
教
授
、
大
学
院
生
馬
場
憲
一
・
平
沢
勘
蔵
白
川
部
達
夫
・
池
田
昇
佐
藤
豊
己
荻
原
石
之
助
秋
山
定
経
（
調
査
）
秋
山
定
経
千
人
頭
河
野
四
郎
左
衛
門
千
人
頭
荻
原
弥
右
衛
門
千
人
頭
山
本
橘
之
助
千
人
頭
肝
煎
志
村
又
右
衛
門
千
人
頭
中
村
又
一
郎
安
知
千
人
頭
原
半
左
衛
門
千
人
頭
窪
田
鉄
三
郎
忠
雄
千
人
頭
窪
田
助
之
丞
秋
山
茂
左
衛
門
秋
山
茂
左
衛
門
九
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